



























































































































































































































































朝　日 朝　日 読　売 読　売
年間 815－16 年間 815－16
1945 191 43 149 52
1946 88 4 126 2
1947 34 5 42 4
1948 20 3 45 1
1949 144 5 134 10
1950 108 3 241 7
1951 99 6 182 9
1952 136 19 212 19
1953 137 14 217 19
1954 496 31 444 35


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ドキュメンタリー　　特攻慰霊祭 1971 6 18
明るい農村　　村の記録「農民8・15」 1971 8 15
70年代われらの世界　　平和への道標～1930年代の世界～19728 15
ドキュメンタり一特集　　　第4集母の肖像～イクオの戦後～ 19758 14
特集　　女たちの旅路（終戦記念日） 19768 15
重藤文夫（初代原爆病院長）にきくわが終戦を語る 19778 15
NHK特集　　散華の世代からの問い 198012 8
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資料　　「対談・東久遍稔彦・終戦当時を顧みて」NHK第一放送（1954年8月15日）
緒方　内閣ができてしばらくの間はかなり物騒でございましてね。毎日、宮城の前に、なんとか、
え一、わたくし今名前を覚えていない、めいろう会とかいうものが、10人とか、15人とか並んで
二重橋の前で腹を切る。また、そこで腹を切る。それから軍人も大分、杉山陸軍大臣をはじめ腹
を切る。それから、なにか右翼の一団が愛宕山に立てこもってですね、それでそれを警視庁でど
うにかしなきゃならないと。制圧するしかない。当時は警視総監だったと思いますが、警視総監
が一団のなにを連れて行って、そして、あれは、う一ん、みんな愛宕山の頂上に向けて突撃をし
て、みんな空砲を撃ってですね、結局、まあ空砲で迫っていった。そこで右翼の連中はみんな並
んで腹を切って死んでしまった。私は数を記憶していませんが、かなりあの間に自殺をした人が
あります。
緒方　名前は覚えていませんが　2・26の時に関係した軍人が中心になって、どうしても自分ら、
このまま敗戦をあきらめるわけにはいかないと、もう一度、起って進駐軍と戦わなければ武士道
が成り立たないというわけになって、確か小畑法務大臣を通して殿下にその連中の代表のような
ものが二人か三人か来て、総理大臣室で殿下に非常に強い意見を申し上げて、結局、夜、夜中に
二重橋の前に殿下にお出ましを願って、殿下からひとつみんなに終戦の趣旨を諭していただきた
いと。もし、この際に不祥事が起こっては大変なことになるから、それだけは是非、やっていた
だきたいと言ってきて、確か、その時、殿下は、それじゃ、俺が行くことによって皆が納得する
というなら、どこにでも、いかなる時間でも行くと言われたんですよね
東久遍　行く、と言いました。どこへでも行くと言いました。
緒方　それで近衛と私とで、それはこの混乱の際に殿下が仮に一時間でも、行方が分からないと
いうようなことになったら大変ですから、それはもう是非おやめいただきたいと。それで、確か
私はその連中と、向こうから来た旧軍人の連中と談判をしまして、殿下がそこに行かれるよりも、
日本中に聞こえるように、殿下からひとつ放送をお願いしよう。この終戦のやむことやむを得な
かった理由をはっきり殿下から言っていただき、同時に日本の国体はどこまでも変わらないのだ、
護持していくんだということを、殿下からみんなが安心するように言っていただこうじゃないか
と。それなら結構です。こういう趣旨を話の間に入れていただきたい。確かその時、巻紙に書い
た原稿を今も酒井さんがどこかに持っていると思いますが。それを午後の6時か7時から夜中ま
で7回か、8回か、30分おきに放送していただいたのです（東久週　はい、放送いたしました）。
それで、そのときのには、向こうの言うことで悉く足りないのかどうか知りませんが、向こうの
言うことで、これ軍の上層部はこの事情を知らないんだ。自分ら以下のものがやっているんだと
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いうことを言いましたが、果たして翌日、陸軍省の人は何のための放送だっていうのを知らない
のですよね。
東久遍　本人たちの言うには、少佐以下の決起である。中佐以上は相手にせずと言ってる。
緒方　それで刻々に水戸、千葉方面の兵隊が東京の方に進みつつある。それが上野に集中して二
重橋の方に来るというので、殿下に放送を願うと同時に、自動車で見にやりましたところが、ト
ラックがしきりに外の方に向かって走るものはあるが、こっちに向かってくるものはなかったと。
結局、夜遅くわずかばかりのものが二重橋の方へ集ったようでしたけれども、その殿下の放送の
結果、それほどのものが、不平の軍隊が集まってくることはなくて済んだのですけど、いずれに
しましても、あのころは、今まで負け戦の例がないだけに非常に物騒な…．。
東久遡　あれも近衛国務大臣、それからあなたの骨折りで（緒方　いえいえ）まあ、私は現地に
行こうと思ったんですけどね、行かないで済んだので結構でした。また、宮城占領なんて計画も
なくて済みまして結構でした。
緒方　それからミズーリの艦上で降伏文書に署名する。これ政府の代表と参謀本部と言います
か、統帥部の代表と二人をだすという、結局、政府と統帥部と別々にあるもののような見方です
ね。まあ、旧憲法の建前がありますから、そういうふうに言えるかもしれませんが。そこで当時
は皆、降伏文書に署名することはみんな喜ばない。職務上、外務大臣が行くのは当然ですけれど
も、重光外務大臣も、中々、難色があって陛下から強く要求いただいたように思いますが。梅津
参謀総長に至っては、陸軍の参謀総長だけでは好ましくないと。もし、どうしてもやれというこ
となら、腹を切って果てかねないようなことを言うて、結局あれは参謀総長、勅命で署名に行く
ということになったように思いますね。
東久遍　わたくしから陛下にお願いして、両人にお示しをお願いしまして、そして、両人が納得
していくようになったのです。
緒方　組閣の初めの一番最初の問題は、マニラに使節をおやりになることで、ご記憶でございま
しょう、河辺参謀次長が主席になって、そして、陸海軍外務省から、それぞれの人を出してマニ
ラにやった。向こうの参謀長のサザーランドが門接して、そして、降伏文書、その他のものをこっ
ちに持たしてよこしたんですよ。20日でしたか、何かの晩にとっくにつくはずの飛行機が中々東
京につかない。ええ、あのころまだ陸軍、海軍共に終戦をあきらめかねておる若い意気のいい連
中がおったので、殿下がおっしゃいましたが、ひょっとすると、神風にやられたのかもしれない
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と、そういうことがあっては大変だと言うて、帯びとかずに官邸で軍服のままに徹夜をなさった
です。そして、やっと明け方になりまして、天竜川の川下より、河口より少し上の方に不時着陸
しておりますと聞いた時には本当にホッとしました。
束久遡　あれは、わたくしは、マニラでどういう過酷な条件を示されるのかと思って、あなたを
はじめ、近衛公爵も向こうの提出の条件を非常に心配したんです。それで早く使節が帰ってきて、
何か報告してもらうことを一時も早く待ってて、みなイライラして一晩過ごしたんです。まず、
日本の特攻隊にやられずに、不時着したというので安心しました。それからあくる朝、あの人た
ちが、総理大臣官邸につきまして、そして、少し休憩の後に報告を受けました。それによります
と、そんなひどい過酷な条件はなくて、まず、日本軍の撤退の線、それから、米軍の進駐の時期
などが示されてありました。初めはわたくしは天皇に関すること、軍政に関すること、とてもひ
どい条件だと思ってそれを心配しておったものですから、あの報告の概要をきいてがっかりしま
した。まず安心ですね。
緒方　ご安心なさった（東久遍　ええ）。
緒方　あれは新聞社を通じて、当時、国民に非常に感激を与えたものでございます。それにひき
かえて、間もなく外人の記者が沢山来ましたね、これは私、横で見とって実に見かねたのですが。
あれは、その頭からいうと、実に無礼千万ですよね。それこそ、原稿を突き刺して、殿下の鼻づ
らを殴りかねないくらいの勢いで（東久遍、笑う）、専ら天皇の戦争責任を追及したと思うんです
が、パールハーバーを天皇は知っとったはずだとか、何の詔書は何時でたとか、ということを盛
んに追及したもんですよね。
東久翅　あれは、私も、初めはみんなが、百数十名の外人が円陣を書いて（緒方　200人おったん
ですよね）200人の外人が円陣をかいておとなしく質問をするのかと思っていたら、みんなわたく
しのところに詰め寄って来て、まるでけんか腰で腕を出すやら、手を出すやらして、わたくしを
殴らんばかりにして、色んなことを質問しましたが、わたくしはここで怒ってはいけないそと、
ここが一番、自分の腹の決め何処だと思って、しっかり、実際のことを（緒方　非常に冷静にお
やりになった）、冷静にやりました。それで、オーストラリァとか、ニュージーランドの記者も随
分、私を殴らんばかりの手つきで色んなことを聞きましたけれど、とうとう、話が喧嘩にならず
に、うまく話をつけることが出来ました。
緒方　それから、その次、今度は九月の始めに、二日間、議会を開きましたね。そして、殿下が
敗戦にいたるまでの経過を議会を通して国民に知らせると、国民の了解の下にやらんと、非常に
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長い演説を、大きな声で。あの演説、草稿を作ります時にですね、陸海軍、特に陸軍からですか、
陸軍は負けていないんだというようなことで、盛んに干渉してきたものです。参謀本部からも、
陸軍省からも。これを殿下は陸軍大将でおられて、何時も、何時もですけれども、一切、お入れ
にならずに、何を言うかと、俺は今、陸軍の責任は、俺が持っているんだと。その吾輩が軍事参
議官をしているときには、陸軍当局者に向って、多少、意見あっても何一つ言わなかったじゃな
いか。今日こそは、俺が責任を持っているのだから、君らの意見は一切、採用相ならんと言うて、
非常に手厳しく断られたことがございましたね。
東久遡　ああ、あれはあなたに草稿を作っていただいたんですけど、あの草稿で、実情を暴露す
る場合に、ええ、陸海軍、特に海軍から文句でました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論文概要
　夏のテレビ番組として「終戦特集」は重要な定番化した特集となっている。8月15日とは“戦争と
軍国主義の時代”と“平和と民主主義の時代”の分水嶺であり、その回顧と展望は現在の精神史的な
位置を確認するという意味を持つ。この「終戦特集」とは、どのようにして始まり、形成されたのか、
これを明らかにすることが本稿の目的である。
　この研究の契機の一つとなったのがNHKアーカイブス・トライアル研究への参加であった。この
研究に参加を認められたものはNHKが所蔵する過去の番組を学術研究目的に限定して閲覧できる。
この調査からテレビの「終戦特集」の先行形態としてラジオによる「終戦特集」の存在があることが
判明した。そこで占領期のラジオ番組から1957年8月15日に放映された日本のテレビ放送で最初期の
「終戦特集」・「短編映画『広島』」が登場するまでの「終戦特集」の変遷をまとめることとした。
　「1　研究の諸前提」ではトライアル研究を紹介し、敗戦後から1950年代までの放送メディアの概観
を確認する。
　「］1　占領期の『終戦特集』」では、占領軍による報道検閲制度について概観し、1946年～48年の事
前検閲制の時期を「（i）　「終戦特集」不在の時代」として、事後検閲もしくは検閲制廃止以降の1949
年～50年の時期を「（ii）　自己検閲の時代」として、そして、独立講和前後の1951年～52年に徐々に
反核へと終戦報道が向かった時期を「（iii）独立を模索する終戦報道」として、占領期を三つの時期
区分から分析する。
　「皿　独立講和からテレビ放送黎明期」では、1953年～54年、規制からも解き放たれたメディアの二
年間を、「（i）溢れ出る『原爆』・『被爆』」として独立後、最初の原爆の日・終戦記念日となった報
道の傾向について触れ、この時期に始まったテレビ放送の終戦特集を「（ii）　テレビ放送黎明期」と
してまとめた。
　「IV　『戦後』の登場と対象の多様化」では、戦後10年となった1955年～57年までの3年間に、60年
代のテレビ放送における「終戦特集」の基本的要素がラジオ番組が主導する中で形成されていった状
況をみていくことにする。
　「V　短編映画『広島』の登場」で、この変遷の終着点であり、戦後のテレビによる終戦特集の出発
点となった短編映画『広島』の内容を紹介する。
　これは敗戦・被占領により、自己喪失した日本のメディアが’S占領下の被占領による占領のための
放送”から“日本人の日本人による世界平和のための放送”へと向かった軌跡である。
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